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制作意図制作意図

制作背景

〇現時点では、ボランティアに興味があっても参加へのハードルが高い。

〇町内のボランティア情報に気軽にアクセスできる窓口が欲しい。

〇年齢層の若い人や移住者も参加しやすいように。

課題訴求

〇 町内の人の交流を活発にする。

〇 町内のボランティア活動の情報を一か所で管理する。

〇いろいろな人に気軽にボランティア情報にアクセスしてもらえるようにする。



主な機能や運用主な機能や運用

① 利用登録フォーム① 利用登録フォーム

利用者の情報を登録してもらう。

氏名、連絡先、年齢、立場（ボランティアを募集する／応募する）など。

② オーディエンス② オーディエンス

利用者の登録情報から、「ボランティアを募集する人」「ボランティアに応募す

る人」それぞれに異なるメニューが表示されるようにする。

③ マッチング機能③ マッチング機能

「募集する人」：募集要項を登録する（案件登録）。

「応募する人」：募集情報一覧の中から、自分が参加したい案件に応募する。



リッチメニューリッチメニュー

デフォルト



機能①　利用登録フォーム機能①　利用登録フォーム

ユーザーが「ご利用登録」をタップすると利用

登録フォームが表示される。そこでサービス提

供のために必要な情報を入力してもらう。



機能②　オーディエンス機能②　オーディエンス

利用登録フォームに入力された情報から、ユーザーをグループ分けする。



機能②　オーディエンス機能②　オーディエンス

　オーディエンスごとに異なるリッチメニューを表示し、さらに必要な

情報の登録を促す。

募集する人 応募する人



機能③　マッチング機能機能③　マッチング機能

「ご利用登録」から必要事項を登録

　　　　　　　　↓

管理者が「管理権限」を設定する

　　　　　　　　↓

募集する人自身がＬタグ上で案件登録や

応募者とのやりとりをする

募集する人

〇　管理者が全ての案件の詳細を入力する必要がない

〇　募集する人、応募する人同士で直接連絡を取り合うことができる



機能③　マッチング機能機能③　マッチング機能

応募する人②

氏名、住所、年齢、連絡先など

を登録すると表示される



機能③　マッチング機能機能③　マッチング機能

案件の表示方法

カルーセル表示

地図表示 検索



期待できる効果期待できる効果

運用方法

〇　町内のボランティアに関連する機関・部署との連携を図りたい。

期待できる効果

〇　情報を一括管理することで関係各所がそれぞれ処理をする手間が省ける。

〇　これまでボランティアに参加してこなかった層の参加率が上がる。

　　　　　　→→住民の交流を活発化することにつながる！



今後の展望今後の展望

　今回は「地域の交流を活発化する」ということに重点を置いて公式LINEを

構築しました。今後は「ボランティアを必要としている個人を助ける」

という観点から、安全面に配慮した設定もしていけたらよいのではないかと

考えます。

　　「下記のような依頼を受けるには特別な登録をしてもらう」など

　　※ファミリーサポート

　　※個人宅の草むしり、買い物代行、畑仕事の手伝い……



ご清聴いただき

ありがとうございました
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